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Ⅰ．行政評価の目的と方法

１ 目的

総合計画の実施計画に対して行政評価を実施することで、計画の進捗管

理、効果的な行政運営の推進及び町政の透明性を確保し、行政サービスの

向上を図る。

２ 対象事業

第２次総合計画の実施計画事業（後期）

【２０２２年度（令和４年度）～２０２５年度（令和７年度）】

３ 評価方法

① 各課事業担当者が「事務事業評価シート」を作成する。その際に、

後に示す評価区分により自己評価を行い、事業の手法などについて

再検討する。

② 各課事業担当班長は担当者の評価や当該事業の方向性について１次

評価を、また、各課事業担当課長は担当者及び担当班長の評価等に

対して２次評価を実施し、そのうえで行政評価委員会による３次評

価を実施する。

③ 行政評価委員会は、上記②の結果を町長に報告する。

④ 町長は、事業の方向性について最終的に決定する。

４ 評価の流れ

担当者による事業の点検評価（シートの作成）

担当班長及び担当課長による１次評価及び２次評価

行政評価委員会による３次評価

町長 事業執行

５ 評価

・担当評価は、以下の評価区分に基づき行った。(評価に対する説明)
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＜評価区分＞

・行政評価委員会による３次評価は、以下の基準に基づき事業の方向性を

決定した。(今後の具体的方針)

＜事業の方向性＞

Ⅱ．行政評価の事業数等

１ 評価対象事業数

＜一般会計＞（行政評価委員会での評価事業数「☆：拡充」「※：休廃止」）

必要性

Ａ 必要性が高い

Ｂ 必要性がある程度認められる

Ｃ 必要性が低い

効率性

Ａ 見直す余地がありすぐに実施

Ｂ 見直す余地があるが時間が必要

Ｃ 見直す余地がない

達成度

Ａ 目標を上回る成果が得られた

Ｂ 目標どおりの成果が得られた

Ｃ 目標とする成果が得られなかった

Ａ 拡充 将来への必要性も高く、今後も拡充が必要な事業

Ｂ 現状維持
適正な事業水準にあり、今後も更なる効率化を図りつつ

現在の水準を維持する事業

Ｃ 見直し 今後の改善・見直しにより、より高い効果を目指す事業

Ｄ 休廃止
事業が完了または目的が達成され、実施の必要性がない

事業

Ｅ その他 上記事業の方向性に当てはまらない事業

課所名
事業数

課所名
事業数

前期 後期 前期 後期

総務課 5（※１） 5 都市建設課 16（※２） 11

企画空港課 20（※４） 17 福祉課 15 16

財政課 3（※１） 2 健康こども課 13 13

環境防災課 20 20 教育課 7 7

住民課 2 2 社会文化課 15 15(※１)

産業課 21（※４） 19 未来づくり課 4

合計 137（※12） 131
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＜特別会計＞

後期実施計画事業総数：134（※休廃止事業：１）

＜後期実施計画＞

２ 評価スケジュール

Ⅲ．後期基本計画の施策にかかる成果指標の結果【参考】

後期基本計画に掲げる成果指標について、目標値に対する現状値を「見え

る化」させるため「施策評価シート」にまとめています。

課所名
事業数

課所名
事業数

前期 後期 前期 後期

住民課 2 2 東陽病院 1 1

合計 3 3

章 事業数
事業の方向性

拡充 現状維持 見直し 休廃止 その他

第１章 自分らしく生

き生きと暮らせるまち
35 0 35 0 0 0

第２章 豊かな心と郷

土愛を育むまち
19 0 18 0 1 0

第３章 自然と共生す

る住みやすいまち
31 0 31 0 0 0

第４章 安全で安心し

て暮らせるまち
12 0 12 0 0 0

第５章 地域の特性を

活かした活力あるまち
22 0 22 0 0 0

第６章 相互理解と協

働による住民主体のまち
7 0 7 0 0 0

構想推進のために 8 0 8 0 0 0

合計 134 0 133 0 1 0

時期 実施内容

令和 8 年 6 月 27 日

～ 7 月 18 日

事務事業評価シートの作成（各課における1次評価

及び２次評価の実施）

令和 8年 7月31日 行政評価委員会（3次評価の実施）

令和 8年 8月18日 行政評価結果を町長へ報告

令和 8年 9月上旬 行政評価結果の公表（町公式ＨＰにて）


